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　演奏したソナタ へ長調 Hob. XVI: 23では音楽的な指示は書かれていない。
　また、初期の作品はソナタではなくディベルティメントと記されている。フォルテピア
















































































































































































































































②　 Josef Klier M.S.1-L
③　 Josef Klier M.S.2-L
④　 Josef Klier M.S.1-ML  Brain Bowman氏の薫陶を受けた斎藤充氏によるGriego BB1-BT
の改良モデル






































































































































































































































































W.A.モーツアルト作曲 , マーク A. ポプキン編曲、ピアノと管楽のための五重奏曲　作品
16変ホ長調　L.v. ベートーヴェン作曲　他。
　日本のプロオーケストラ奏者で組んだ木管五重奏の演奏会。和歌山県で毎年開催される
「きのくに音楽祭」のオープニングコンサートを演奏した。
2021年1月31日　幸田町民会館さくらホール　中部フィルハーモニー交響楽団
　プログラムはメンデルスゾーン：序曲「静かな海と楽しい航海」、メンデルスゾーン：ヴァ
イオリン協奏曲、ベートーヴェン：交響曲第5番「運命」。指揮：粟辻聡、ヴァイオリン：
郷古廉、中部フィルハーモニー交響楽団。
　あいちオーケストラフェスティバルと称し愛知県のプロオーケストラが愛知の各地で演
奏会が催された。感染対策の為は半分にしたが、指定分の客席は満員で中部フィルの生の
迫力あるサウンドに会場は大いに盛り上がった。この模様は中部フィルYoutubeにて配信
中である。
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2020年度　研究活動報告
森　雅史
1月8日（水） ニューイヤーコンサート2020　ウィーンシェーンブルン宮殿オーケストラ
 指揮：ヴィニシウス・カタ―　共演：林美智子（メゾ・ソプラノ）
 オペレッタのアリアや重唱によるコンサート　
 会場：富山県オーバードホール
1月12日（日） 五島記念文化賞　オペラ新人賞研修記念リサイタル【岩渕慶子　コレペ
ティトゥアの世界】　プログラム監修
2月16日（日） 全国共同制作オペラ【椿姫】観劇　会場：金沢歌劇座
4月10日～15日 オペラ【セヴィリアの理髪師の結婚】バジリオ役
 会場：東京スタジオアマデウス　演出：田尾下哲
 ※コロナウィルスの為中止
8月12日配信開始 東京都アートにエールを参加企画　オペラ『セヴィリアの理髪師』より
 バジリオ役　演出：家田淳
9月 藤倉大作曲　オペラ【ソラリス】ギバリアン役
 オーケストラ：アンサンブル・ノマド　会場：東京藝術劇場
 ※コロナウィルスの為中止
9月 東京サラダ音楽祭　動画配信プロジェクト
 【大きなかぶ】出演　再生回数2万回を超える。
11月3日、4日 オペラ【セヴィリアの理髪師の結婚】リーディング＆コンサート公演
 Bキャスト、Cキャストにてバジリオ役で出演　動画を有料配信
 演出：田尾下哲
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11月22日（日） オペラティック…オーケストラ・コンサート
 千住明作曲オペラ【滝の白糸】南京出刃打役、渡部俊幸作曲オペラ【禅】
乃木大将役で出演。オーケストラアンサンブル金沢　指揮：垣内悠希
 演出：三浦安浩
 進行：辰巳琢郎　※Youtubeにて動画配信も行われている。
【総括】
　2020年度はコロナウィルス流行の影響から、予定されていたオペラの舞台やコンサート
が中止や動画配信問う形に変わるなど、舞台での演奏業績という観点からすると物足りな
い内容になってしまったことは否めない。しかしながら、録音作業や動画配信に携わるこ
とで、新しい次世代の表現の提供方法に触れる機会を得られた事は大きな収穫だったと言
える。
　また、コロナ自粛期間中には多くの学術書、研究所に触れる時間も得られたため新しい
研究題材や課題を得る事も出来た。Zoomといったアプリケーションを用いた異業種やク
ラシック音楽以外のミュージシャンとの交流も積極的に行い、新たなプロジェクトの実現
に漕ぎつけるなど、コロナ下でしか得られない経験も多く出来た。
　コロナ下ということもあり、科研費に関する研究は滞ってしまったが、Spレコード研究
科である梅田英喜氏との会談をはじめ、戦前・戦後で大きく移り変わる歌唱スタイルに関
しての考察を深めることもできた。
　演奏会として特筆することは、渡部俊幸氏作曲によるオペラ【禅】のプレコンサートに
出演したが、22年1月と2月に金沢と高崎で上演される本公演に出演する運びとなっている。
　また、コロナ下でのリモートレッスンの限界と可能性を感じたことから、リモートを用
いたレッスンや演奏の共有を題材にした研究で科研費の申請を行った。
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